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「さあ、スカラビに着いたぞ。忘れ物はないかい。気を付けて行くんだぞ」
「おじさん、ありがとう。おじさんこそ、気を付けて帰ってね」
ぼくらは船乗りのおじさんにお礼を言って、砂漠の街スカラビに足を踏み入れた。
「やうん、日焼けしちゃう!」数歩歩いただけで、ポーラが悲鳴をあげる。
「砂漠が暑いのはあたりまえ、我慢しろ」プーは、さすがに、すっかり悟りきっている。
ぼくは、みんなに買い物をしようと提案した。さっきパパから電話が入って、ぼくの口座
に1000ドル振り込んでくれたと教えてくれたのだ。
「お買い物?いいわね、行きましよ!
買い物と聞いて、今さっきまで不機嫌だったポーラは、とたんにルンルンしはじめる。
「まったく、女の子って、ホント現金だよね」ジェフが、ぼくに耳打ちした。101
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ぼくたちは必死で頑張ったけれど、巨大ネズミの前に、次々と倒れていった。
薄れる意識の中、ぼくたちは天の声を聞いた-
『ここまで来ておきながら、残念でしたね……しかし、ここであなたが冒険を終えては、地
球の未来は絶望的。私はあなたに力を与え、時間を少しだけもどしましょう……では!』

